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はじめに
　近年、学校現場では不登校やいじめ、非行など多く
の課題が山積みされている。こうした問題に対して、
スクールカウンセラー（以後SCと略記）の導入も、
それなりの成果を上げているようだが、未だ十分では
ない印象がある。こうした問題の解決に向けて、学校
心理学の立場から、心理教育モデルの学校現場への導
入が相次いで行われるようになり、その中でも國分
（1981）によって開発された構成的グループエンカウ
ンター（Structured Group Encounter：以後SGEと
略記）は急速かつ広範囲に普及しつつある。SGEは、
集団の成員がエクササイズを介し、相互の自己開示を
通して新たな自己発見をする集中的グループ体験の
一つであり（岡田 , 2001）、「育てるカウンセリング」
（國分 , 1992, 2000）とも言われている。SGEはリレー
ション（人間関係）づくりや自己発見のための技法で
あり（國分･片野 , 2001）、自己受容、他者受容、自
己主張、感受性訓練、信頼体験、役割遂行などを目標
にしている（片野･國分 , 1999）。
　SGEの効果についての研究では、主として個人内
特性の変化を自記式尺度で測定したものが多い。こう
した心理的特性の変化を検討した研究は枚挙に暇が
ない。例えば、高田・坂田（1997）は保健師を目指
す学生を対象に自己肯定度、自己主張性、共感経験、
エゴグラムを、稲垣・小林・丹保・土合・山岡・多賀・
菅原・川上・池上・島（2004）も高校生を対象にエ
ゴグラムを、高田･坂田（2008）は看護学生を対象に
共感性、自己信頼、自己受容、自己主張性を、加瀬
田・前田・山田・大川・長友・津田（2007）は看護
学生を対象にSD法で教育評価スケールを、藤田・西
川（2002）は小学生を対象に他者からの受容感と学
校適応感を、加藤・撫尾（2007）は中学生を対象に
ソーシャルスキルと学級満足度を、星野・正保（2003）
は小学生を対象に自尊感情を、原田（2006）は大学
生を対象に自己開示や対人恐怖心性、ストレス・コー
ピングを、鈴木・藤生・田上（1998）も大学生を対
象に自己効力感と対人スキルを、岡田（1999）は大
学生を対象に自己概念と人間関係を”Who am I”技
法（Kuhn, & McPartland, 1954）を用いて、さらに
岡田（2001）は大学生を対象に自己概念と人間関係
（自己主張・自己理解・受容性・他者理解・感受性・
信頼性）を、石井・谷口・加藤・福井・柏尾・粕井・
青野・森上・小牧（2006）も、大学生を対象に基本的・
対人的信頼感と自己肯定感を、水野・田積・炭谷・多
胡（2007）は大学新入生を対象に自己意識、自尊感情、
クラスへの評価、大学生活不安を、水野（2007）は
専門学校生を対象に自己意識、自尊感情、自他信頼感、
社会的スキル、クラスへの評価を、それぞれ測定尺度
として用い、SGE実施前後の比較による効果測定を
行っている。変わったところでは、鈴木・鍋田・塩崎
（2002）が、バウムテストを指標として用いている。
　それに対して、リレーションの変化そのものを取り
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　本研究は、学校現場における、構成的グループエンカウンター（Structured Group Encounter：以後 SGE と略
記）実施前後のリレーションの変化を、多次元尺度構成法（Mult id imens iona l  Sca l ing：以後 MDS と略記）を用いて、
心理的距離の観点から検証することを目的とした。研究Ⅰでは、高等学校において SGE を 5 回実施し、実施群は統
制群と比較して有意に心理的距離が減少した。研究Ⅱでは、中学校の 6 クラスを対象に SGE を 3 回行い、前後で心
理的距離を比較したが、有意な減少は見られなかった。研究Ⅲでは、中学校の 2 クラスを対象に SGE を数回実施し、
前後で心理的距離が有意に減少したことが分かった。また、リレーションづくりに伴って学級雰囲気が有意に肯
定的な方向に変化したことが分かった。本研究において、若干の手法上の問題点はあるものの、5 回以上の継続的
な SGE の実施が、心理的距離を減少させ、リレーションづくりを促進することが示唆された。また、MDS によっ
てデータを視覚化して、教員にフィードバックすることで、学校現場における心理教育モデルの導入への意識づ
けを明確にし、啓発・啓蒙の効果があることについても論じた。
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上げた研究は少なく、片野・吉田（1989）が大学生
を対象に独自に尺度化した人間関係体験について、村
瀨・國分・西・菅沼・國分（1988）が大学生を対象
に知り合いのひろがりについて、河村（2005）が大
学生を対象に友人関係の増加者数について、SGE実
施前後で比較する研究等が散見されるに過ぎない。
　こうした研究を概観すると対象も実施回数も実施
形態もまちまちであるが、事前と事後の比較をする
際の変数は、個人のパーソナリティ特性に偏重してお
り、リレーションそのものの変化を捉えているとは言
いがたい。また、自他理解や自他の受容、自己主張性
の促進が生じたからと言って、そのことが、直ちにリ
レーションが形成されたことの証拠であるとは見な
せないと思われる。そこで、本研究では、リレーショ
ンづくりというSGEの主目的の観点からSGEの効果
を測定した三つの研究を通して、SGEが実際にリレー
ションづくりに有効であるかを検討した。
　人間関係の変化を見るのに有効であると思われる
手法にソシオメトリー（Moreno, 1960）があり、実
際に学校現場で学級集団の構造を把握するのに用い
られてきた（例、蘭 , 1981; 前田 , 1998; 塩川 , 1954; 
辻・山村・武藤 , 1957）。しかし、後述するような理
由で最近は研究における使用頻度が制限されている。
本研究では、SGEの活動を啓発するという臨床応用
的観点から、多変量解析法の一種である多次元尺度構
成法（Multidimensional Scaling：以後MDSと略記）
（Richardson, 1938; Young, & Householder, 1938; 
Torgerson, 1952, 1958; 林・飽戸 , 1976）を用いて、
学級成員間の心理的距離を全成員間で一対比較によ
り測定し、それを元に作成した対称行列から、学級集
団の構造を二次元平面に図示することにした。啓発と
いう目的については一定の効果をあげることができ
た（福井 , 2000a, b; 福井・三輪 , 2000）ため、本研
究ではリレーションづくりの実証データを提供した
い。
研究Ⅰ
　まず、高等学校の一学級を対象に継続的に実施した
SGEの効果について、MDSを用いて、実施群と非実
施群で実施前後の心理的距離の変化を比較し、リレー
ションの変化の観点から検討することを目的とした。
方　法
対象者
　いわゆる指導困難校と言われている小規模の公立
高等学校において、第二学年三学級のうち一学級を
SGE実施群（男子15名、女子11名）、もう一学級を
統制群（男子14名、女子11名）とした。
SGE の構成と実施
　①結婚相手に望むもの（オリジナル）、②エゴグラ
ムを用いた自分探し（國分･片野 , 1996）、③ブライ
ンド・ウォーク（國分･片野 , 1996）、④エゴグラム
のふりかえり、⑤全体のふりかえりの五回で構成され
ていた。ペアで配置されていたもう一名のSCがリー
ダーとして、二学期にエクササイズを授業時間内に実
施した。前後の調査は担任教師が趣旨を説明し、無記
名で行った。
尺度
　五回のSGE実施の前後に、自分を含む学級内の成
員間の心理的距離を全ての組み合わせについて一対
比較し、「1：非常に近い」から「10：非常に遠い」
までの10件法で評定させた。質問票はB4版一枚の
シートで、対称行列の左上から右下への対角線を挟ん
で右上の部分に心理的距離の数値を記入させて、回収
後のデータ処理時に左下に転写して対称行列を作成
した。対角線上に位置する同一人物同士の評定値は0
とした。
結果と考察
　SGEに五回中三回以上出席して、なおかつ前後二
回のどちらの調査にも参加している生徒の中から欠
損値がない者の評定値のみを分析対象とした。また、
全ての評定値に同じ値を記入している者のデータも
除外した。その結果、実施群10名（男子6名、女性4名）、
統制群15名（男子9名、女子6名）となった。群別
に評定値を平均した対称行列を用いてMDSを実施し、
Figure 1にSGE実施群の事前の、Figure 2にSGE
実施群の事後の学級内の対人距離をそれぞれ二次元平
面上に図示した。図中のアルファベットのmは男子、
fは女子をそれぞれ示し、数字は出席番号を表してい
る。
　図から分かるように、実施後には男子、女子どちら
においても心理的距離が接近し凝集性が高まってい
ることが分かる。その傾向は女子の方が顕著である。
第一象限上端のm13の生徒は、実施期間内に退学し
ているため、実施後に離れた位置に表示されていると
思われる。
　同様に、Figure 3、4に統制学級の事前と事後の対
人距離をそれぞれ示した。実施群ほど心理的距離に秩
序だった変化は見られず、第二象限の女子が凝集し、
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第一・四象限の男子の距離が少し縮まったように見受
けられるが、その変化は実施学級ほど明確ではない。
　そこで、個人毎に心理的距離の全評定値の平均値
を算出して、これを従属変数とし、実施時期（事前・
事後）×群（SGE実施群・統制群）を要因とした二要
因分散分析（ANOVA）を実施した結果、実施時期
の主効果が有意であった（F (1, 23) = 5.217, p＜ .01）
が、群の主効果は有意ではなかった（F (1, 23) = 1.795, 
ns）。また交互作用に有意傾向が見られた（F (1, 23) 
= 2.359, p＜ .07）ため、単純主効果の検定を行った
結果、実施群はSGEの前後で有意に心理的距離が減
少した（F (1, 9) = 6.080, p＜ .05）のに対して、統
制群では前後で有意な変化は見られなかった（F (1, 
14) = .748, ns）。その結果を、Figure 5に図示した。
SGE実施前後で実施群では集団の心理的距離の有意
な減少が見られたが、統制群ではそうした傾向は見ら
れなかった。ただし、実施前の時点で既に両群に有意
差がある（F (1, 23) = 5.095, p＜ .05）ので、直ちに
実施群においてSGEの効果があったとは断じられない。
　この結果から、最初の平均心理的距離が遠かった
SGE実施群におけるリレーションの形成にSGEが効
果的であったという限定的な証拠が得られたと言え
る。ただし、本研究の結果のみから、ただちにSGE
によってリレーションが形成されたと結論づけること
はできない。
研究Ⅱ
　次に、中学生の六学級を対象に、授業内で継続的に
実施したSGEの評価について、MDSを用いて、実施
前後の心理的距離を比較し、リレーションの変化の観
点から検討することを目的とした。
 
 
 
Figure 1　SGE実施学級の実施前の心理的距離
Figure 2　SGE実施学級の実施後の心理的距離
Figure 3　統制学級の実施前の心理的距離
Figure 4　統制学級の実施後の心理的距離
 
Figure 5　SGE実施前後の平均心理的距離の変化
方　法
対象者
　中規模の公立中学校で、生徒指導上の問題は比較的
少ない地域にあった。対象学年は二年生の全六学級で
あり、1組40名（男子20名、女子20名）、2組41名（男
子20名、女子21名）、3組40名（男子20名、女子20名）、
4組40名（男子20名、女子20名）、5組40名（男子
19名、女子21名）、6組40名（男子20名、女子20名）
の計241名であった。
SGE の構成と実施
　①私を例えると（國分・大関・藤川・吉澤・國分 , 
1999）、②共同絵画（國分･片野 , 1996）、③ブライ
ンドデート（國分･片野 , 1996）の合計3回のエクサ
サイズを、週1回の割合で、実施した。SCとして派
遣されていた筆者が、担任教師にSGEの事前説明を
行い、担任教師がリーダーとなった。実施前後の調査
も担任教師が趣旨を説明して実施した。
尺度
　研究Ⅰと同様に、自分を含む学級の全成員間の心理
的距離について一対比較させたが、分かりやすくする
ために「1：仲が悪い」から「5：仲が良い」の5件
法に改め、後に逆転させて心理的距離得点とした。
結果と考察
　研究Ⅰと同様に、全学級のSGE実施前後の心理的
距離行列を基に、MDSを実施して二次元平面上に
配置し、1組から6組までの結果を、Figure 6から
Figure 17までにそれぞれ示した。図中のmは男子、
fは女子を、数字は出席番号を示している。1組では、
実施前に男女とも2つのクラスタが存在したが、実施
後は1つにまとまっているように見える。2組と3組
では、男子はあまり変化が見られないが、女子は凝集
性が高まっていた。4組と5組はもともと凝集性が高
く、実施後に周辺児童が合流しつつあること以外に
は、あまり変化が見られなかった。6組は男子の凝集
性が高まっているように見えるが、女子はあまり変化
がなかった。男子、女子といった下位集団内では凝集
性が高まっているようであるが、下位集団間では逆に
距離が少し遠くなったようにも見受けられた。
 
Figure 6　2年1組の実施前の心理的距離
  
Figure 7　2年1組の実施後の心理的距離
 
 
Figure 8　2年2組の実施前の心理的距離
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Figure 9　2年2組の実施後の心理的距離
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　  Figure 10　2年 3組の実施前の心理的距離
  
Figure 11　2年3組の実施後の心理的距離
 
Figure 12　2年4組の実施前の心理的距離
Figure 14　2年5組の実施前の心理的距離
Figure 15　2年5組の実施後の心理的距離
Figure 16　2年6組の実施前の心理的距離
 
 
 
 
Figure 13　2年4組の実施後の心理的距離
 
 
 
 
Figure 17　2年6組の実施後の心理的距離
　次に、個人毎に心理的距離の平均値を算出し、全
学級をまとめてSGE実施前後で、対応のある t 検定
を行った結果、SGEの実施前後で心理的距離は有意
に変化しなかったことが分かった（ t (213) = 1.472, 
ns）。この結果は、MDSにおいて見られた心理的距離
の変化を反映していなかった。学級毎に同様の分析を
行った結果もまちまちで、心理的距離が有意に減少し
た学級もあれば、全体としてはむしろ増加していた学
級もあった。
　こうした結果から、図示した限りではリレーション
の変化が見られたが、全体としての心理的距離は減少
しておらず、SGEの効果が量的な分析では確認でき
なかったことが分かった。
研究Ⅲ
　最後に、中学生の二学級を対象に授業中に継続的に
実施したSGEの評価について、MDSを用いた実施前
後のリレーションの変化と、認知された学級雰囲気の
変化の両方の観点から検討することとを目的とした。
方　法
対象者
　小規模の公立中学校で第三学年の二学級を対象と
した。本研究では、対象者の性別が不明であった。
SGE の構成と実施
　第二学期に五回程度のSGEを、おおよそ同時期に
週に一回のペースで実施した。夏期休暇中に筆者が教
員研修でSGEの体験学習を行って、担任教員がリー
ダーを担当した。エクササイズは、エクササイズ集（國
分･片野 , 1996; 國分・國分・片野 , 1997; 國分・大関・
藤川・吉澤・國分 , 1999）から、学級の状態とリーダー
の熟練度を勘案して、SCであった筆者と相談の上で
選択された。
尺度
　SGE実施前後に、学級の雰囲気を表す19の形容詞
対からなる学級雰囲気尺度 (根本 , 1983)を用いて、
現在の学級雰囲気について7段階で評定させた。
　心理的距離については研究Ⅰと同様に、学級成員相
互間の心理的距離を一対比較させ、「1：非常に近い」
から「5：非常に遠い」までの5段階で対称行列の右
上半分に記入させた。
　
結果と考察
　初めに、得られた対称行列を学級毎に平均し、そ
れを基にMDSを行ってSGE実施前後の心理的距離
を二次元に配置した。3年1組の結果をFigure 18、
Figure 19に、3年2組の結果をFigure 20、Figure 
21に示した。図中の数字は出席番号を示す。1組では、
全体的にはあまり大きな変化はないが、第一象限の凝
集性が高まり、男女間の距離がわずかに縮まった様子
が見られる。それに対して、2組ではSGE実施後に、
明らかに下位集団間の接近が生じていることが分か
る。
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Figure 18　3年1組の実施前の心理的距離
Figure 19　3年1組の実施後の心理的距離
Figure 20　3年2組の実施前の心理的距離
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　次に、個人毎に平均心理的距離得点を算出し、両学
級併せてSGEの実施前後で対応のある t 検定を行っ
た結果、SGE実施後に心理的距離が有意に減少した
ことが分かった（ t (35) = 2.174, p＜ .05）。SGE実施
前後の心理的距離の変化を、学級毎にFigure 22に
図示した。このように、心理的距離の t 検定による
分析の結果も、MDSによる視覚化で見られる現象と
一致していた。
　次に学級雰囲気尺度のSGE実施前後の変化を検討
するために、全ての項目について t 検定を行ったとこ
ろ、項目1「居心地のいい－居心地の悪い」、2「のび
のびできる－きゅうくつな」3「つまらない－楽しい」、
4「不親切な－親切な」、6「大切な－どうでもいい」、
12「やる気のある－やる気のない」、14「まとまりの
ある－まとまりのない」、16「つめたい－あたたかい」、
17「明るい－暗い」、19「嫌いな－好きな」の10項
目で、5％水準で有意に肯定的に変化し、項目5「こ
わくない－こわい」、9「なごやかな－とげとげしい」、
10「のんびりした－せかせかした」、18「しらけてな
い－しらけた」の4項目では、肯定的方向への変化に
有意傾向が見られた。その結果をFigure 23に示した。
図中の点線がSGE実施前、実線が実施後である。
　ほとんどの項目で肯定的に変化したことが分かる。
また否定的な方向に変化した項目は全くなかった。こ
れらのことから、心理的距離の減少と学級雰囲気の肯
定的方向への変化が、並行して生じていることが確認
できた。
総合考察
　本研究では、SGE実施前後のリレーションの変化
をMDSによって視覚的に把握し、心理的距離の観
点からSGEの効果を検討することを目的とした。そ
の結果、研究Ⅰでは、統制群に比較してSGE実施群
は、実施前後で心理的距離が有意に減少することが
分かった。研究Ⅱでは、MDSによって視覚化した限
りでは、多少の心理的距離の変化が見られたが、統計
的に有意ではなかった。研究Ⅲでは、心理的距離の減
少と共に、学級雰囲気の肯定的変化が見出され、どち
らも統計的に有意な結果が得られた。こうした結果か
ら、以下の論点について考察を加えたい。
リレーションの変化の検討
　本研究では、従来のSGEの効果研究に見られた個
人内特性の変化を捉えるという方法を用いるのでは
なく、SGEの主目的の一つであるリレーションの変
化に焦点を当てた。SGEが導入されることで、心理
 
 
 
Figure 21　3年2組の実施後の心理的距離
Figure 22　SGE実施前後の平均心理的距離の変化
Figure 23　SGE実施前後の学級雰囲気の変化
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的距離が減少する、すなわちリレーションが深まるこ
とが予測された。その結果、この仮説は、研究Ⅰでは
限定的な支持が与えられ、研究Ⅱでは支持されず、研
究Ⅲでは若干の支持が得られたと言える。
　研究Ⅰでは、統制群では実施前後で有意な変化が
見られなかったのに比して、SGE実施群では確かに
心理的距離が有意に減少したものの、交互作用は有
意傾向にとどまった。さらにSGE実施前の心理的距
離に統計的な有意差があるため、本来は共分散分析
（ANCOVA）を用いるなどして、実施前の心理的距
離を統制する必要があると思われる。しかしながら、
事前と事後を比較する際の共分散分析の用い方につ
いての合意形成が不十分であることと、共分散分析を
行うための前提条件をクリアしているか確認するの
が煩雑であることから、本研究では使用しなかった。
そのため、本研究で得られた結果から、直ちにSGE
により心理的距離が減少するとは結論づけられない。
　研究Ⅱでは、MDSによるデータの視覚化の印象と
は裏腹に、仮説は棄却された。この理由として、研
究ⅠとⅢでは五回のSGEを実施したのに対して、研
究Ⅱでは三回しか行っていないことがあげられる。
MDSによる二次元配置を精査すると、孤立児童や
周辺児童が比較的集団に近づいているのに対して、
SGE実施期間中に不登校や別室登校をしていた児童・
生徒は集団から離れていった。こうした現象が、効
果を相殺したのかもしれない。あるいは、少数回の
SGEでは、心理的距離の変化として顕在化するよう
なリレーションの変化を生じないのかもしれない。今
後は、回数の違いによる変化量の違いを検討する必要
があるだろう。また、研究Ⅱでは評定の際、仲がよい
か悪いかという訊き方をしており、研究ⅠとⅢでは単
に心理的に近いか遠いかを問うているため、こうした
手続き上のアーティファクトによる可能性もある。こ
うした手続き上の違いが及ぼす影響について、今後よ
り詳しく検討するか、そうした影響を統制する必要が
あるだろう。
　研究Ⅲでは、実施前後で心理的距離の有意な減少が
見られたため、仮説は支持されたと言える。研究Ⅱと
同様に統制群を置いていないため、仮説への支持は弱
まるが、通常は短期間で統計的に有意な程、心理的距
離が自然に減少するとは思えないため、SGEによる
効果であるとみなすのが自然であろう。
　総じて、少数回のSGEでは先行研究で示されてい
るように、個人内特性の短期的変化を導くかもしれな
いが、リレーションに恒常的な変化を引き起こすほど
の影響を及ぼすには、少なくとも五回程度の実施が必
要である可能性が示唆されたと思われる。
多次元尺度構成法（MDS）を用いる意味
　本研究では、集団内の人間関係の変化を見るため
に、学級内の成員間の全ての組み合わせにおいて一対
比較を行い、その対称行列でMDSを実施するという
方法を選択した。従来、同様の目的を持ったものとし
て、ソシオメトリーという手法があり、ソシオマトリ
クス（Forsyth, & Katz, 1946）を描く方法とMDS
は類似していると思われるかもしれないが、それを用
いなかった理由は以下の三点である。第一に、個人の
人間関係の認知を、個々の成員の選択と排斥を基準に
分析するため、「嫌い」な子どもを尋ねることになり、
悪影響が生じうる可能性があるからである。MDSで
は、比較対象となるペアが、普段一緒にいるかどうか、
あるいは近いか遠いか、仲がよいか悪いかを、自分を
含む全ての組み合わせについて評定するため、抵抗や
悪影響が生じにくいと思われる。ただし、仲がよいか
悪いかを訊くときは、十分な配慮とインフォームド・
コンセントが必要である。第二に、個人が選択と排斥
を基準に学級内から数名を選び出すだけであり、量的
な分析とは言えない点が挙げられる。MDSでは全て
の組み合わせについて、リッカート尺度により評定
を求めるため、十分に量的分析に耐えうると考えられ
る。第三に、ソシオメトリーは自分と他者の関係に基
づいており、客観性が保証されていない点が挙げられ
る。MDSでは、個々の組み合わせに関する評定値を
学級全員で平均するために、個々の関係についての値
は、客観的な視点から得られたと言える。また、外れ
値の影響もある程度は相殺されるため、実際の学級内
の人間関係を正確に反映していると言える。
　最近では、Q-U学級満足度尺度（河村 , 2000）を
用いた研究も増えてきたが、これも主観的評定を用い
ており、客観性の問題を解決しているとは言えず、そ
れ以外には適切な手法が見当たらないため、MDSを
用いる意味があると思われる。
　それに対して、MDSを用いることの問題点は、学
級成員の人数が増えるほど、一対比較の回数が増え、
データの入力や集計が、非常に煩雑になってしまうこ
とである。実際に、研究Ⅱにおいては、40人学級の
場合、全ての組み合わせについて評定すると、760回
の一対比較を要することになり、児童・生徒の負担
は大きい。そのため、男女とも同性内の人間関係に
ついては、丁寧に評定するのに対して、異性内の人間
関係はよく分からないため、適当な値を記入したり、
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異性間の値は全て同じ値で評定したりする者も少な
くなかった。そして後者の傾向は、SGE実施前より
も実施後の二回目の調査で、より顕著に見られた。こ
うした負担は、研究Ⅱにおいて統計的な有意差が得ら
れなかったことの一因である可能性もある。今後は学
級成員数が多い場合は、同性内だけのデータを収集す
るか、あるいは全ての組み合わせについて評定を求め
ないで、自分と他の学級成員の間の距離だけを評定し
て、非対称MDS（千野 , 1997）を用いるなどの代替
案が必要となるであろう。この場合は、客観性の保証
が低下するため、コストとのバランスで決定せざるを
得ないだろう。研究ⅠとⅢでは、学級成員数が比較的
少なかったためか、上述したような傾向は少なく、ど
ちらも仮説を支持する結果が得られている。
SGE 啓発の説得材料としての MDS
　本研究の論旨に対しては蛇足となるが、SGEを実
施して、MDSにより心理的距離を視覚的に図示する
ことの本来の狙いは、結果のフィードバックを受ける
教員にインパクトを与えることにあった。SC活動で
は、いわゆる「こころの問題」に対する個別の対応が
求められることが多いが、筆者は時間の限られたSC
活動においては、予防的関わりも必須であると考えて
いる。そのため、児童・生徒の面接にとどまらず、保
護者の面接、さらに教員のコンサルテーション、そし
て地域社会における講演や、学校内における教員研修
に尽力してきた。本研究で示した取り組みは、その全
てが学校側にとっては校内でSGEを行う初めての機
会であり、その場限りの活動で終わらせないための工
夫が必要であった。
　福井・三輪（2000）と福井（2001）は、学級成員
が比較的少なかったこともあり、MDSを用いてデー
タの視覚化を行い、それを学級担任に見せて、学級
の様子と符合しているか、フィードバックの場を設
けた。それを見た学級担任が、学年全体や管理職と
情報を共有し、その効果を実感したことで、その年
の修学旅行ではそれまでの観光中心の取り組みから、
冒険教育（Schoel, Prouty, & Radcliffe, 1997; 高
久 , 1998; 二宮・中山・諸澄 , 1998; 林・川口・新井 , 
1999）を取り入れたプログラムを導入するに至った。
　さらに福井（2000b）は、中学校でも短期間の
SGEを実施し、同様の手法で、フィードバックのた
め管理職にアピールする場を設けた。統計的な有意差
については一貫しては得られなかったが、MDSによ
るデータの視覚化によって、取り組んだ教員や管理職
がインパクトを受け、こうした予防的・開発的取り組
みの重要性を認識した。その結果、翌年からは、全学
年での長期間にわたるSGEへの取り組みがスタート
し、次年度に一年間の包括的SGE実施プログラムが
組まれ、実施されるに至った。
　また福井（2004）でも、同様の手法で中学校にお
いて学年をあげてSGEに取り組み、その結果を同様
にフィードバックすることによって、翌年からの取り
組みが拡大され、学校全体をあげてのSGE実施プロ
グラムが組まれ、実施されるに至った。
　これらの取り組みは、SCの任期修了と共に下火に
なることがあるかもしれないが、エビデンスを伴って
いることで、予防的・開発的カウンセリングに取り組
んだという学校全体の財産になるし、その後のこうし
た取り組みに対する抵抗を減少させるかもしれない。
あるいは、こうした取り組みに関わった教員の、もっ
と積極的に展開させようという意欲を活性化するか
もしれない。また、学校全体における「心の健康」へ
の方向づけを明確にし、それを実現していくための一
つのモデルを提供できる可能性もある。
　現在、様々な心理教育モデルが学校現場に導入さ
れつつあるが、こうした中には専門家に外注するも
のも少なくない。そうではなく教員と学校組織が自発
的、かつ積極的に、児童・生徒の福祉に貢献するため
の活動を展開していける強みがSGEにはある。SGE
は、市橋（1999）が述べるような学校における心理
教育モデルに必要な条件を全て備えている。すなわち
SGEは、対人関係上の問題解決スキルや知識の獲得
を目指し、将来の問題解決に役立ち、学級の全ての児
童・生徒を対象とする集団環境調整的アプローチであ
り、教育現場の実践者により実践され、治療的ではな
い予防的・開発的カウンセリングである。今後、ます
ますの発展と普及のため、こうしたエビデンスの集積
が必要となるだろう。その際に、個人内特性の変化だ
けではなく、本研究が試みたようにSGEが本来の目
的としているリレーションの変化を捉えていく試み
が必要であろう。
課題
　SGEの効果測定のために、MDSによって心理的距
離を把握する試みは、まだ始まったばかりであり、今
後検討すべき点がいくつかある。第一に前述したよう
に、学級成員の増加に伴い手続きの煩雑さも飛躍的に
増加することは、データの精度を低下させることにも
なり、何らかの改善や代替案が必要である。
　データの視覚化自体は、学校側の意識を変えるのに
有効であったが、統計的には有意な変化が見られない
場合もあった。これは、検定の際、個人毎に全ての評
定値の平均を代表値とするやや粗い手法に由来する
かもしれない。といって、元々のMDSの目的は、デー
タの視覚的把握であるため、統計的な検定にはそぐわ
ない。エビデンスを集積するという意味では、他尺度
で補完するなどの改善が求められる。
　また、SGE実施前後の心理的距離の変化を焦点と
するのであれば、当然統制群が必要になる。しかしな
がら、学校現場で統制群を置くことは、倫理的観点か
らも困難であることが多く、どのように理解と協力を
得ていくかも今後の検討課題であろう。
　最後に、心理的距離の変化と個人内特性の変化の関
係についても、未解明な点が多く、個人内特性のどの
ような変化が、リレーションの変化を引き起こすのか
についても、さらなる検討が必要であろう。
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Effect Measurement of Short-Term Structured Group Encounter 
Conducted in School Settings.
Visualization of psychological distance with the use of multidimensional scaling
Abstract
　This study attempts to examine the shifts in relation from a perspective of psychological distance 
utilizing multidimensional scaling, before and after conducting structured group encounter (SGE) in 
school.  In Study 1, SGEs were conducted for five times in high school, compare with a control group, 
a group of students who experienced SGE showed significant decrease in psychological distance. 
In Study 2, however, three SGEs each were conducted with six classes in junior high school, no 
significant decrease was observed.  In Study 3, a few SGEs were conducted with two junior school 
classes, the results showed significant decrease after the group sessions. Also, it was reported that 
as relation-building continued, class atmosphere was shifted significantly in positive direction.  The 
results of these three studies, though there were some operational issues, suggest that conducting 
SGEs more than five or so continuously, decreases psychological distance and promotes relation-
building.  This paper discusses the followings: 1) visualizing the data with the use of MDS and sharing 
it with teachers motivates the teachers to introduce psychoeducation in class rooms; and 2) its 
educational effects.
Key Words :  s t ruc tu red  g roup  encoun te r  ( SGE ) ,  r e l a t i on -bu i l d ing ,  p sycho l og i ca l  d i s t ance , 
multidimensional scaling (MDS)
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